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〈今日のスケジュール〉  

10：00～12：00 

■講座一回目 トータル 2時間  

劇団による「王さまと王さま」を観劇。 

ワーク①LGBT を題材にした絵本「くまのトーマスはおんなのこ」読み聞かせ 

ワーク②【演劇体験】題材の絵本を劇団員と一緒にお芝居にしてみよう 

 

13：00～15：00 

■講座二回目 トータル 2時間 

渡辺先生より、親御さん向けの講義 

ワーク①【工作体験】くまのトーマスを作ってみよう 

ワーク②【ロールプレイ】くまのトーマスが自分のクラスに転校してきたよ。 

君ならなんてお話する？ 

 

15：00 解散予定 

 
 

 

 

*アライ(Ally)は、LGBT 当事者たちに共感し、寄り添いたいと思

 

【目的】この講座身近な絵

本を通して、親子で性の多

様性を学び、理解を深める

ことを目的とします。 

 専門家の講師のレクチャ

ーのもと LGBT を題材とし

た絵本の読み聞かせや、お

芝居を観たり、お芝居を作

ったりします。 

 劇団員と一緒に自分の目

と耳と体を使って、いろいろ

な性を学びます。 

 

【講師陣】 

■渡辺大輔 

（埼玉大学教育機構 基盤

教育研究センター准教授） 

■飯田亮瑠（あきる） 

（ダイビーノン代表） 

■大神田潔 

（NPO法人劇団サードクォ

ーター主宰） 

 

NPO法人劇団サードクォーター 

https://www.tqtqtq.org/

℡：048-837-6932
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【開催概要】 
平成 ３０年１２月２日（日）10:00～12:00・13:00～15:00 

場所：桜木公民館 レクリエーションホール   

対象と定員：小学生以上の親子 定員２８名参加（大人 14名、子ども 14名）・キャンセル４名 

 

【講座の目的】 
この講座身近な絵本を通して、親子で性の多様性を学び、理解を深めることを目的とします。 

専門家の講師のレクチャーのもと LGBT を題材とした絵本の読み聞かせや、お芝居を観たり、お芝居を作

ったりします。劇団員と一緒に自分の目と耳と体を使って、いろいろな性を学びます。 

 

【講座の効果】 
この講座を通して、性の多様性を理解し、LGBT のよき理解者アライの育成が期待される。 

 

【講師陣＆スタッフ】 
■飯田亮瑠（いいだあきる）司会進行 「アッキー」 

（ダイビーノン代表） 

性の切り口（セクシュアリティー）から多様性と人権を考え

る場を提供する。 

主に教育現場において多様性・人権をいかに伝えるか模索

する。活動：セクシュアリティー／性の多様性に関する講

演・ワークショップ 

 

 

■渡辺大輔（わたなべだいすけ）性の多様性パート 

（埼玉大学教育機構 基盤教育研究センター准教授） 

研究分野：教育学、ジェンダー／セクシュアリティ教育、セ

クシュアルマイノリティ支援 

キーワード：ジェンダー , セクシュアリティ , LGBT , セクシュ

アルマイノリティ , 教育 , 性教育 
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■大神田潔（おおかんだきよし）演劇パート 「座長」 

（NPO法人劇団サードクォーター主宰） 

1970年生まれ、さいたま市在住。明星学園高等学校（三鷹市）

経て、法政大学を中退後、日活芸術学院（調布市）卒業 

学校法人三郷中村学園戸ヶ崎幼稚園 理事（2015-） 

劇団 KAZO 外部指導（1998-） 

三歳より劇団日本児童に 10年間所属。 

TV ドラマ、舞台、映画、ナレーション等の出演は 100本を超す。 

俳優、声優の演技指導のほか市民参加型の演出も多数。 

演劇を論理的な視点から仕組みを紐解く手法には定評がある。 

 

 

■聡美 杏（さとみ あんず）事務局 「あんず」 

（NPO法人劇団サードクォーター副主宰） 

1970年生まれ、さいたま市在住。 

青山学院大学学校教育法履修証明プログラム修了認定ワークショッ

プデザイナー。育休後カフェ®ファシリテーター 

 

演劇の上演、教育機関への表現指導、演劇を通して表現方法を学

ぶワークショップを企画・制作・ファシリテーターに携わっている。 

一児の母の顔も持つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人劇団サードクォーター 

1990年創立。2011年東日本大震災を機に拠点を埼玉県に移し、2016年より NPO法人化。 

演劇を通して様々な社会課題に取り組んでいる地元密着劇団。 

「演劇で地元を豊かにするプロジェクト」と称して、「観る（演劇上演）」 

「体験する（ワークショップ開催）」「次世代育成のお手伝い（幼稚園公演）」 
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「地元貢献（地元イベント参加）」という 4 つの活動を行う。 

【プログラム内容】 
10：00～12：00  

① 劇団による「王さまと王さま」を観劇。 

② ワーク①LGBT を題材にした絵本「くまのトーマスはおんなのこ」読み聞かせ 

③ ワーク②【演劇体験】題材の絵本を劇団員と一緒にお芝居にしてみよう 

 

12：00～13：00 お昼休み  

 

13：00～15：00 

④渡辺先生より、親御さん向けの講義 

⑤ ワーク①【工作体験】くまのトーマスを作ってみよう 

⑥ ワーク②【ロールプレイ】くまのトーマスが自分のクラスに転校してきたよ。君ならなんてお話する？ 

⑦気づきのシェア 

 

 

 

 

～物語のはじまり、はじまり～ 
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１場．劇団による「王さまと王さま」を観劇 
演劇を見てもらうことで、今日の自分たちがかかわる世界をイメージしてもらう。 

リンダ・ハーンほか『王さまと王さま』ポット出版、2015年 

 

あらすじ 

王子さまとお姫さまの物語でなく、王子さまと王子さまが結ば

れるお話があっていい──。 

LGBT（レズビアン・ゲイ・バイセクシャル・トランスジェンダー）

をテーマにした絵本です。 

 

 

 

 

 

 

 

ある山の上のお城に、年をとった女王さまと王子さまが住

んでいました。 

 

 

 

 

 

年をとった女王さまは、長い間国を治めてきたので、もうあ

きあきしていました。 

 

ある日、女王さまは、夏が終わるまでに王子を結婚させて、

王さまにしようと決めました。 

 

 

 

 

 

女王さまはお姫様リストを取り出して、世界中のお姫様に

電話をかけました。 

 

 



親子で学ぶ・自分で学ぶＬＧＢTってなあに？市民講座 

 

7 
 

 

 

王子の誕生日に、いろんな国のお姫様がお城に駆けつけ

てきました。インド・グリーンランド・アメリカ~ etc・・・ 

 

 

しかし・・・・ 

 

 

 

 

女王「王子、どういうことなの、みんな帰ってしまったわ。」 

王子「私は、誰かを選ぶ自由はありますか？」 

女王「王さまになってくれるなら、どうぞ、あなたの好きな

人にしなさい。でも、みんな帰ってしまったわ」 

 

 

 

 

そこに遅れてきた隣の国のお姫様と兄の王子がやってきま

した。王子さまの胸がドキドキときめきました。一目ぼれで

した。 

やっと運命の人に出会うことができました。 

それは、ハーリック王子！ 

 

 

 

 

二人は結婚し、王さまと王さまになりました。 

 

子どもたち 

「僕には二人のパパがいます。こんな家族も

ありだよね」 

 

めでたし、めでたし！  



親子で学ぶ・自分で学ぶＬＧＢTってなあに？市民講座 

 

8 
 

感想タイム 演劇を見て、気づいた点や感想をシェアし、先生からも補足をしました。 

 

男 

渡辺先生「男性同士で子どもを産

むことはできないけれど、親御のいな

い子どもたちを引き取ったり、血がつ

ながっていない子どもを育てて家族

になっている人が日本にもたくさんい

ます。海外はもっといて、女性同士

でこどもふたりいる家族や、男性同

士でこどもをもつ家族はたくさんいま

す。」 

不思議な感じになりました 

女王の気持ちになっ

て、息子が結婚で来て

うれしくなりました。 

小学五年生の男の子からの質問  

「どうして男の子どうしで、子どもができる？」 

 

【参加者の変化】同性愛を取り扱った物語であったが、からかうような笑いは起こら

ず、物語に参加者は登場人物に感情移入していた。物語から受け取った感想を率直に語

り場がなごみ始めた。 

女の子 

「楽しかった」 
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２場．劇団による「「くまのトーマスはおんなのこ」読み聞かせ 
ここでは、トランスジェンダー(身体的な性別と性自認が一致しない人)を取り扱った絵本で、いろいろ

な性について知るきっかけとする。合わせて、読み聞かせ体験で耳から物語を楽しむ。 

 

ジェシカ・ウォルトン、ドゥーガル・マクファーソンほか 

『くまのトーマスはおんなのこ ジェンダーとゆうじょうについてのや

さしいおはなし』 ポット出版プラス、2016年 

 

あらすじ 

女の子になりたいとずっと悩んでいたテディベアのトーマス。 それ

を打ち明けたら、大好きなエロールはもう友だちじゃなくなってし

まうだろうか…。 本当の自分を打ち明ける勇気を持ったテディ

ベアと、 そしてそれを知らされた親友のエロールの返事は……。 

「大事なのはきみがぼくの友だちだってことさ」 ジェンダーと友情

についてのやさしいお話。  

 

 
読みも聞かせをする 大神田座長 

 

 

 

 

  

【参加者の変化】絵本の読み聞かせに集中し静かに聞いている。耳を使って物語を聞き

いる様子がうかがえる。 
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３場．【演劇体験】絵本を劇団員と一緒にお芝居にしてみよう 

 

STEP1～5 

１．4 つの班に分かれて、それぞれ絵本を回し読みする。 

２．絵本を読んでみての感想を各班で書きだす。 

３．各班の感想をシェアする。 

４．朗読劇を作る 

５．発表！ 

 

 

感想（抜粋） 

・絵が後半になるにつれ、明るくなって、木が生い茂ってきた。 

（自分の性をカミングアウトしてからの風景が変わったことを絵が表現している） 

・最初は写真が二人しか映っていなかったけれど、友達にもカミングアウトした後、家の写真が四人にな

っていた。受けいれて広がっていく感じ 

・前半は「しかし」「でも」という否定的な言葉が多かったけれど、後半は肯定的な言葉になった。 

・主人公の表情が豊かになってきた。 

 

 

 

  

ワイワイ 

ガヤガヤ 

どんな物語？ 

へぇ～ 

ほんとだ～ 
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各班の感想の抜粋 
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親子で学ぶ・自分で学ぶＬＧＢTってなあに？市民講座 

 

15 
 

「クマのトーマスは女の子」 トーマスが友人のエロールに大事なお話を告白するシーンの抜粋 
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「クマのトーマスは女の子」より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くまのトーマスが友達のティリーに告白する時の表情はどんな顔

してる？ 

 

表情には何もない「無表情」って表情があるんだね！ 

 

では、みなさんには、心の変化を演じてもらおうと思います。 

 

聞くっていうこと、 

伝えるっていうこと、 

受け入れるってこと、 

吐き出すこと、 

 

お互いの気持ちの行き来があってお芝居は出来上がります。 

そこらへんに注目しながらお芝居作ってみましょう！ 

みんなでくまのクマのトーマスが本当はティリーっていうんだ！と

心は男性じゃなくて女性なんだと 

友達に告白する場面を演じてみよう！ 
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みんなで演じる楽しさを体験中。 

どの役やる？どんなふうに言う？どんなふ

うに演じてみたい？ワクワクどきどき。 

どんどんみんなの声が大きくなって、立ち

上がって演じ始めました。 

みんなで作るって楽しいね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの役やる？ 

トーマスやります。 ブランコにのってるから、

揺れている感じ出した

い。 
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各班発表です！４つのチームに分かれて発表です。各班、チーム名を決めてもらいました。 

 

チームナンバー１ ：語り部（左）・トーマス（中央）・エロール（右） 

 
子どもたちが大きな声で演じ、最後に大事な告白の後にハグ！  

 

チームWU ：語り部は子どもたち、大人がトーマスとエロールを演じます。 

 
ハイタッチで大きな拍手が巻き起こる！ 
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チーム みんながんばろう ：子どもチームと大人チーム ２作品できました。 

  

それぞれ違ったハグ。同じ台本なのに面白いね～ 

 

チーム いちごステーキ ：セリフ役と動き役を別々に演じます。 

 
恥ずかしがり屋さんでもしっかり舞台にあがっています。 

各班、素晴らしい作品でした。あっという間に劇場に変わりました。 

 

 
【参加者の変化】始めは、小さい声でもじもじしていた参加者も、劇団員の促しや、

積極的な子どもたちに促されて、立ち上がり台本を読み始める。 

同じ台本をどうやって他のチームが演じるのか興味津津、それぞれのチームの見せ場

をどうやって演じるかと思考を凝らす。 

まさに協働して、みんなの意見を汲みながら一つの作品を作り上げる様子が多様性を

受け入れる土壌ができてきている。まさに演劇の力。 



親子で学ぶ・自分で学ぶＬＧＢTってなあに？市民講座 

 

21 
 

４場．渡辺先生より、親御さん向けの講義 
親御さん向けに渡辺先生から性の多様性のお話。正しく性を知ることで、感覚から知識へ落とし込む。

自分の中にある無意識なバイアスを自ら気づく授業。 

前の朗読劇で感じた言葉にできなかった感覚を先生のお話通じて 「心で学ぶ」 

 

「LGBT について」「セクシュアルマイノリティについて」「知ってあげる」「理解してあげる」といった学習で

はなく、私たちの「性の多様性」についてみんなで学習することが大切！ 

※テキストは別紙参照 

 

 

 

【参加者の変化】 

真剣に渡辺先生の話を聞く親御さんの姿が印象的であった。 

子どもたちは工作をしていて、かなりの騒音の中であっても集中は途切れなかった。 

渡辺先生からも、朗読劇でのみなさんの受け入れの早さに未来は明るい光が見えまし

たと、締めくくった。 
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５場．【工作体験】くまのトーマスを作ってみよう 

 

 

 

 

【参加者の変化】 

手を使っての工作。子ども同士は知らず知らずのうちにどんどん仲良くなって、自分

の好きな場所にどんどん絵を描いていった。 

折り紙を使ったり、きり絵をしたりとバリエーションが出てきた。 

そして、自分の好きな登場人物のお面をプレゼント。自分色に塗り始めた。 

驚くことに、子どもの中から「お面作り職人」が登場！ 

みんな列を作って、お面を完成させていた。役割を自分で見つけ、一つのチームにな

っていった。 

大人は性の多様性の授業、子どもたちは思い思いのトーマスを絵にしていた。 

さて、このあとはどうなるのかな？ 
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６場．【ロールプレイ】くまのトーマス（＝ティリー）が自分のク

ラスに転校してきたよ。君ならなんてお話する？ 
今日の集大成、自分の友達が大切な告白をしてきたら、ごまかさないで受け入れることはできるかな？ 

Q：自分のクラスにティリーがくるよ、どうやって受け入れる？チームごとに考えてみよう。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

疑問と解決策の抜粋 

・ランドセルの色、変えれる？→カバーを好きな色にしたらいいんじゃない？ 

・男の子のトイレ入れないんじゃない？→誰かと一緒に行ったらいいんじゃない？ 

・洋服がいやだ。→お母さんに素直に話す。みんなとおそろいのものを買う 

・修学旅行のお風呂がいやだ→時間をずらしてもらうように先生に話す。 

・プールの水着がいやだ→男女の区別がない水着があるよ 

・本当はプリキュアになりたいんだよ、仮面ライダーじゃないんだ。→プリキュア好きの子と遊んだらいい

よ 

・髪形を変えたいの→私が変えてあげる、編みこんであげる。一緒にお母さんに話に行くよ 

・シルバニアファミリーで遊びたい→持ってる子を誘って一緒にあそぼう 

・男の子だけど女の子なんだね、いろんな個性があっていいね。 

・びっくりしちゃう、遠ざけちゃう、おどろいちゃう→一緒に遊ぼうって言ってあげる。何が好き？って聞く。 

大丈夫だよ。ティリーが知りたいような質問をする。 

・名札の男女をどうする？→あだ名の名札にする。性別は心の性別に○つける。着替えも心の性別に。 

・他のクラスの子がなんで？って聞いてきたらどうする？→説明する。クラスだけじゃなく他のクラスにも

わかってもらうために頑張る 

・いじめっ子が来たらどうする？→人気者だからうらやましいんだよ。でも、いじめるのは失礼！  

ぼく 

ティリー 



親子で学ぶ・自分で学ぶＬＧＢTってなあに？市民講座 

 

24 
 

 



親子で学ぶ・自分で学ぶＬＧＢTってなあに？市民講座 

 

25 
 

 

 

 

 

 

 



親子で学ぶ・自分で学ぶＬＧＢTってなあに？市民講座 

 

26 
 

 

 



親子で学ぶ・自分で学ぶＬＧＢTってなあに？市民講座 

 

27 
 

 



親子で学ぶ・自分で学ぶＬＧＢTってなあに？市民講座 

 

28 
 

 

 



親子で学ぶ・自分で学ぶＬＧＢTってなあに？市民講座 

 

29 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



親子で学ぶ・自分で学ぶＬＧＢTってなあに？市民講座 

 

30 
 

 

 



親子で学ぶ・自分で学ぶＬＧＢTってなあに？市民講座 

 

31 
 

 

 

Q：ティリーが絵本の世界から現実の世界に、自分のクラスに

転校してきたら、さあ、なんて声をかける？ 

 
←アッキーがティリーBOX に入っています。 

 

ティリー：こんにちは 

みんな：こんにちは 

ティリー：よかった、挨拶してもらえた。えっと、今日

からみんなのクラスにきたティリーと言います。（小さ

い声で、）仲良くしてくれますか？ 

みんな：はーい。 

ティリー：大丈夫かな。もじもじ 

 

座長：話したそうだね、なんて話しかける？ 

 

子どもたち、ちょっとずつ立ち上がる。 

 

一人の女の子：どんな遊びが好き？ 

ティリー：ブランコが好き。 

男の子：好きな食べ物はなに？ 

ティリー：いちご 

女の子 ：仲良くしてね 

ティリー ：わたしもそれがうれしいな 

女の子 ：好きな色は何？ 

ティリー ：黄色！ 

みんな ：おーーーーーー（どよめく） 

座長 ：さあ、お母さんたちも、声かけてください。 

劇団員：いつも遊びに行く時はどこに行くの？ 

ティリー ：橋の向こうの公園がすきかな。 

劇団員：私も好き！ 

 

 ティリーがカミングアウト 

好きな食べ物は 

なに？ 

いちご 
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ティリー ：今度一緒に行こうね。・・・ちょっと困ってることがあるんだけど 

みんな ：なーに？ 

ティリー ：あの、ちょっとはずかしいんだけど、ちょっとトイレに行きたいんだけど、でもね、んんとねね、ほんとう

は、実はね、わたしは女の子なんだけど、体が男の子で、前の学校では、男の子の方にしか行けな

くて、でもほんとうは女の子だから、男の子との方は行きたくないの。どうしようって思って。 

男の子 ：（立ち上がり）心の性別でいいんだよ！ 

ティリー ：じゃあ、女の子のほうのトイレに入ってもいいの？ 

男の子 ：いいんだよ。 

ティリー ：みんな、いいのかな？いい？ 

みんな ：いいよ！ 

ティリー ：ありがとう 

女の子 ：女子と一緒にいったらいいよ。 

ティリー ：一緒に行ってくれるの？ 

女の子 ：いいよ 

ティリー ：前の学校で、 

ﾃｨﾘｰ ：今まで一緒にトイレとか絶対無理だと思ってて、前の学校で、キモイとか、来るなって言われたと

かかして、すごく苦しかったんだよね。だから、この学校ではどうかなってちょっとドキドキしてたんだけど、

みんなは、私が女の子で、心の性別で一緒にともだちになってくれるかな？ 

みんな ：いいよ 

ﾃｨﾘｰ ：ほんとに？ 

女の子 ：学級会でみんなで話し合おう 

ﾃｨﾘｰ ：ほんと？学級会こわいかも 

女の子 ：大丈夫だよ 

ﾃｨﾘｰ ：みんな味方になってくれるかな？ 

みんな ：なるよ、なるよ 

ﾃｨﾘｰ ：もうひとつ不安なことがあって、前の学校でね、すごくこわいトラの先生がいてね、トラの先生が、

「おまえは男だろう、女なんてばかなこと言うんじゃない」ってよく怒られたのだから、私っていうと怒られ

たりして、男なんだから僕っていえ～、みんなは友達だとおもっくれても、先生はどうかな？みんなどう

思う？ 

女の子 ：やさしいよ、人間だから 

 

    一同拍手 

 

ﾃｨﾘｰ ：そうだね、人間だもの。じゃあ、大丈夫かな、学級会で一緒に考えてくれるかな？みんな友達で

いてくれるかな？先生大丈夫かな？ 

みんな ：大丈夫。人間だもの。 
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PTA ：みなさん、大丈夫ですよね？みんな味方だから、PTA のみなさん、そうですよね！ 

 

一同大きな拍手 

 

ﾃｨﾘｰ ：すごくうれしいです。じゃあ、ここの学校でみんなと一緒に、私のままで生きていいんだね？ 

みんな ：いいよ～ 

ﾃｨﾘｰ ：ありがとう！ 

 

 

アッキーの感想：泣ける。ティリーになってみました。box に入ると外が見えないので、どうしようかな？

って、声だけなんですよね。頼りになるのが。きっとティリーも周りのこと見えてなかったんじゃなか

ったのかな？でも、大丈夫だよ、あなたのままでいいんだよ、私の大事な友達だよって、みんな

の声が聞こえてきて自分は自分のままでいいんだ、生きてていいんだ。うれしくなった、たのしくな

った、生きてていいんだって、私は感じました。たくさんのメッセージありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の変化】 

各班でティリーが転校してきたら、なにが困るかを本当に親身になって話し合って、

解決策を出し合っていた。実は各班に当事者の方にも入ってもらい、実際の困りこと

を一緒に考えてもらった。 

ティリーboxに、アッキーが入り、このワークショップの集大成である、自分ごとと

してティリーをどうやって受け入れるか。 

 

意外にも子どもたちが、誰に言われるでもなくティリーに近づき話しかけ、勇気づ

け、一緒の仲間にいれようという姿がそこにあった。 

 

劇的で即興的だが、そこには親身になってティリーのことを考える気持ちがあふれて

いた。その反面、親御さんはなにかいい言葉を探しているような、一緒に受け入れる

態勢はできている空気感に満ちていた。拍手と笑い声と共感する温かな空気。 
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７場．気づきのシェア 
自然と手が挙がっての気づきのシェア 

 

女の子：私のクラスに外国人の子がいて、その子がいじめられてたことがあって、自分のままでいいんだなっ

ておもってすごく安心しました。 

親御さん：子どもは素直に受け入れてくれる。大人が偏見持っているといけないんだな。あたりまえになって

いけばいいんだな。 

 

アッキー：身内の方に、友人に相談されたらどうしますか？今日、何が気付きました？ 

 

親御さん：この講座で時間を共有することで、いろんなことを知り、知らないところで、傷つきたくない、傷つ

けられたくない、どう接していいかわからない、という気持ちがすごく感じて、高学年の性に対する先入観がで

てきて、違う価値観を見せられるところで戸惑ってしまうことがある、親の戸惑いで子どもも動揺するんだな。

人柄なら仲良くなれるのに、悩んでいるとなると触れられない。 

 

アッキー：みんな仲良くできないから、悩むんですよね。みんな仲良くしなくても、うまくやっていくことができれ

ばな。言葉の選択ができれば、無用に傷つけない。 

 

 

今日はここまで、おしまい、おしまい 
 

 

でもこの物語はつづくよ！ 

 

 

 

【参加者の変化】 

皆さんの感想を聞くこと、自分の言葉にすることで今日一日の講座の意味を心に落と

していた。知識を話すというより、感動を伝える、お芝居を一本見たような印象でし

た。 
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【参加者アンケート】 
 

 わかりやすい説明（劇・絵本・講演）子供たちにも興味をひく提示の仕方で感心しました。 

あの劇はぜひ学校にでも上演してほしい。（60代 川口市） 

 LGBT に肯定していると思っていましたが今日参加して、自分が他人事と思っているのだと気付きまし

た。今回知識をもって、自分なりに考えないとと思っています。（40代 南区） 

 セクシャルマイノリティの方達に対して偏見をもってしまいがちなのは子供より大人なのかもしれない。先

生のその言葉が印象的でした。 

 子供達に伝える事はもちろん、その保護者・大人達・たくさんの人達に多様性を伝えるのは大事な事

だと思いました。（30代 緑区） 

 アライとしての一歩となりました。ここでの学びを今後どのように伝えていくのか考えていきたいです。

（40代 南区） 

 子どもたちが継続的に学んだり、（小さいうちから）ポジティブに生きる大人を見て安心したり、自分

の親（無知な大人）と自分を分けて考えられるようになるといいなと思いました。（40代 南区） 

 演劇の力はすごいとあらためて感じました。バイアスを知る／感じる／わかる／考えるのに最強の方法

ですね。（50代 中央区） 
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 日本の性に対する認識に卑猥さ、低俗さがぬぐえず 国の方は進みませんが 地域から少しずつ広げ

ていけたら良いです。思春期前に打つのが効果的!!大人もあるべき や 正確に優劣でない ノージャ

ッジななりたい自分 OK の自由とそれぞれだよねーと広いゆるい器をもちたいです。LGBT関連絵本、

小規模で読み聞かせします。（40代 大宮区） 

 なかなか難しいテーマでしたがとてもわかりやすく、前向きな気持ちになりました。池袋は普通に BL ア

ニメとかポスターが貼ってあります。身近すぎて深く考えてなかったので、気にしてみようと思いました！

（40代 東京都豊島区） 
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【終わりに】 
パートナーシップ条例を推進するさいたま市。 

8.9％の LGBT が働きやすい職場環境をつくる取り組みは、企業でも教育現場でも直近の問題です。 

学校教育の中で LGBTや多様な性に関する知識を機会を得る機会がないままの方も多く、LGBT の多

くの方が支援者を得られない現状あります。 

職場や就労支援機関、教育現場の担当者が LGBT の方にどう向き合えばいいか、企業の受け入れ体

制が追いついていない、可視化されていない。 

また、子育て中の親御さんにも、性の多様性について子どもと話す機会がない、知識がない、という現状が

あります。 

 

LGBT や多様な性の受け入れるための様々な課題解決の糸口のきっかけづくり演劇という特性は、いろん

な立場の人に共感し、寄り添うことができる特性があり、まさにこの課題にはとても相性がよいです。 

 

この講座では、専門家に知識部分をお願いし、当事者の方に司会進行や参加者として参加していただき、

劇団員は参加者と同じ目線で講座に参加し、一緒に 

「見る、聞く、演じる、知識を入れる、絵を描く、体験する」7 つのレインボーワークを行うことで、自分事とし

て考えられるきっかけとなりました。 

 

当劇団は 2015年にこの問題と出会いました。 

さいたま市民活動サポートセンター（浦和区）にて交流イベントで性的マイノリティの人権を守る団体を

通じて LGBT の当事者の方と会い、対話する中で、性の多様性があることを知り、さいたま市に於いての

LGBT の受け入れ状況、取り巻く困難な状況を知り、アライの立場として後押しができるのではという思い

が芽生え、そのことが直接的要因となりました。 

 

演劇という特性は、短い時間において、自分の体を使って表現することで、疑似体験がすることができる。

演劇の役割として声にならない声を耳を拾い上げるには演劇は有効です。 

 

参加者の感想には、「セクシャルマイノリティの方達に対して偏見をもってしまいがちなのは子供より大人な

のかもしれない。」「子供達に伝える事はもちろん、その保護者・大人達・たくさんの人達に多様性を伝える

のは大事な事だと思いました。」などがあり、参加者の意識は講座を受けることで大きく変わることが分かり

ました。 

 

NPO法人として三年目、地元密着劇団として社会課題をテーマに取り上げ演劇を介して、社会課題に

取り組むことを進めている。企業管理職、教育関係者、学校関係者、また、他の自治体に同様の講座を

展開していきたい。 

 

2019年１月 31日 
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